16・17世紀の尾張国知多郡の富士信仰　－富士山登拝と浅間社の勧請－ by 山形　隆司
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19 年）の円覚坊や 1604 年（慶長９年）
の慶順のように１人で登拝する修行者の
ほか、早くも 1552 年（天文 21年）には、
又次郎・万大夫といった先達のもと集団で
登拝した例も見られる（12）。























　これら 16 世紀中頃から 17 世紀前半ま
での知多郡からの登拝者を時系列でまとめ
年号 月日 地域 人名 奉納金 人数等 宿坊
天文21年（1552）
６月２日 村木 先達・又次郎 １貫200文
興法寺大鏡坊
６月３日 寺本 先達・万大夫 １貫文・100文 同行13人
永禄年間（1552-70） 大野・枳豆志・山田・大谷 本宮浅間神社御炊坊
天正19年（1591） ５月25日 寺本 円覚坊 100文・扇子１本 １人
興法寺大鏡坊
慶長９年（1604）
５月25日 知多郡 慶順 100文 １人
内海 孫右衛門 ６匁 同行４人
大野 大力坊 23匁９分・100文 同行13人
元和６年（1620） ６月11日 知多 長左衛門 こかみ40〆 14人
本宮浅間神社行事大夫坊
元和７年（1621） ６月７日 大谷 九右衛門 300文 ７人





正保２年（1645） ６月５日 大野 大力 ４人春長	あつかり



























































































































































































村名 村の社祠についての記載 社祠数 富士・浅間社の管理者 現市町村
西大高 朝苧明神・八幡二社・天神・天王・山之神・浅間・神明二社 9 村中 名古屋市緑区
阿野 富士浅間・神明・山ノ神 3 祢宜・覚兵衛 豊明市
横根 神宮・富士宮・山神・村神・山神 5 当村・普門寺 大府市
平島 熊野権現・浅間・神明・山之神四社 7 当村・彦右衛門 東海市
薮 神明・大明神・山之神・浅間 4 当村山伏・住大院 東海市
横須賀 若宮八幡・諏訪明神・浅間・社宮神・女体権現・五社明神・神明 7 当村祢宜・松大夫 東海市
平井 熊野権現・天神・富士浅間・山之神三社 6 村中 知多市
廻間 冨士浅間・山之神 2 極楽寺 知多市
苅屋 富士権現・山之神 2 当村百姓・佐助 知多市
生路 大明神・西宮夷・山神・洲原権現・冨士権現 5 当村祢宜・権大夫 東浦町
乙川 八幡・権現二社・浅間・山神・弁才天・天王・若宮八幡・神明・天神・毘沙門 11 当村祢宜・長大夫 半田市
北方 十二権現・白山権現・冨士権現 3 当村祢宜・新右衛門 美浜町





























































































































































































































































































本研究は JSPS 科研費 26370804 の助成を
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